
シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 課題研究  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 ３ 学科・学年 電気工学科・３年 

使用教科書  

副教材等 担当教員が配布するプリント、自主的に用意する資料等 

 
 

 
「課題研究」の到達目標は 

 

  

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通し て，社会を支え産業の

発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成 することを目指す。 

（1）工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付け

るようにする。 

（2）工業に関する課題を発見し，工業に携わる者として独創的に解決策を探究し，科学的な根拠に基づ

き創造的に解決する力を養う。 

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

・工業の各分野について体系

的・系統的に理解するととも

に，相互に関連付けられた 

技術を身に付けている。 

 

・工業に関する課題を発見し，工

業に携わる者として独創的に

解決策を探究し，科学的な根
拠に基づき創造的に解決して

いる。 

 

・課題を解決する力の向上を目

指して自ら学び，工業の発展

や社会貢献に主体的かつ協
働的に取り組んでいる。 

 

 

評

価

の

方

法  

・作業、実験の様子 

・各種工作機械や計測機器の使

いかた 

・課題への取り組み(精度) 

・加工技術、技能レベル 

・作品の仕上がり 

・レポートの内容 

・アイデア 

・工夫、改善 

・作業、実験の様子 

・課題への取り組み（進度） 

・レポートの内容 

・コミュニケーション  

・プレゼンテーション 等 

・授業準備、授業態度 

・出席状況 

・課題への取り組み姿勢 

・課題研究日誌 

・コミュニケーション 

・プレゼンテーション 

・事前準備 等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

1．課題設定 ・複雑な問題状況を踏ま

えて適切な課題を設定

する 

・仮説を立て、それに適合

した検証方法を明示し

た計画を立案する 

・自らの行為について当

事者意識と責任感をも

って意思決定する 

・目標を明確にし、課題の

解決に向けて計画的に

確実に行動する 

2．収集・分析 ・目的に応じて臨機応変

に適切な手段を選択

し、情報を 収集する 

・必要な情報を広い範囲

から迅速かつ効果的に

収集し、多角的・実際的

に分析する 

・互いを認め特徴を生か

し合い、協同して課題を

解決する 

3．課題解決・見直し ・複雑な問題状況におけ

る事実や関係を構造的

に把握し、自分の考え

を形成する 

・視点を定めて多様な情

報から帰納的・演繹的に

考察する 

・事象や事象間の関係を

比較したり、複数の因果

関係を推理したりして

考える 

・異なる意見や他者の考

えを受け入れ、尊重し理

解しようとする 

・互いを認め特徴を生か

し合い、協同して課題を

解決する 

・環境の保全について主

体的、協同的に行動する 

４．表現・省察 
 

・相手や目的、意図に応じ

て、手際よく論理的に

表現する 

・学習の仕方や進め方を

内省し、現在及び将来の

学習や生活に生かそう

とする 

・自己の将来について具

体的に考え、夢や希望を

もつなど 

このため評価は、具体的には次のものを対象とします。 

 ・自ら進んで課題を見つけ、班員と協調して積極的に取り組む。 

 ・安全作業に留意し、作業終了後は整理、清掃、片付けができる。 

 ・目的の達成のために、班員とのコミュニケーションを取り精一杯活動する。 

 ・完成した作品、報告書を提出し、プレゼンテーションを実施する。 

また、１年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、上記の内容を総合的に判断して決定します。 

 
 

 

３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 

「課題研究」説明会 

課題の設定に当たって，生徒の興味・関心，進路希望な

どに応じて，これまで学んできた学習成果を活用し，「作

品製作」、「調査、研究、実験」、「産業現場等における実習

」の中から班で適切な課題を設定する。その際，施設・設

備，費用，完成までの時間，生徒の能力・適性などを考慮

し，無理のない課題を設定する。 

課題設定から課題解決にいたる探究過程においては，生

徒の創造性を引き出すよう工夫して課題の解決に取り組

む。 

 

 【近年の課題例】 

 ○ ○ 

 

課題設定・班分け 〇 ○ ○ 

 

５ 

6 

7 
収集・分析 ○ ○ ○ 

 



 

 

  ・電気自動車 ・人力発電システム 

  ・エレベータ制御・自然エネルギー発電 

  ・スマートスピーカー 
  ・リサイクル分別装置 など  
 

○ ○ ○ 

 

２ 

学 

期 

8 

9 

10 

11 

12 

課題解決・見直し 

ものづくりをはじめとした様々な知識，技術などを活用
するとともに，社会や産業の動向及びものづくりに関する
理論を課題に関連する合理的・客観的な情報と関連付ける 
など，多面的・総合的に分析して考察や討論を行う学習活
動，あわせて，社会や産業の動向やデータなど科学的な根
拠に基づき課題の解決策を考え，未来を予測して計画を立 
て，実行した結果を検証して改善する学習活動などを取り
入れることなどが考えられる。 
また，課題解決の過程で，ものづくりにおける「計画（

P）→実行（D）→評価（C）→改善（A）」サイクルにつ
いても理解できるように扱い，活用できるようにする。 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

   

３ 

学 

期 

1 

2 

 
表現・省察 

研究の成果を整理し分かりやすく発表することは，思考

力，判断力，表現力等の育成や生徒自身の学習を深める上

で大変効果的であり，言語活動の充実を図るとともに，発

表の機会を設ける。 

○ ○ ○ 

 
 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 電気工学実習  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 ３ 学科・学年 電気工学科・３年 

使用教科書  なし 

副教材等  新版電気・電子実習１、新版電気・電子実習２、新版電気・電子実習３（実教出版）、自作プリント 等 

 
 

 

「電気工学実習」の到達目標は 
 

  

・電気工学技術の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の諸課

題を適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指します。 

 

（1）電気工学技術について工業の持つ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解するとと

もに、関連する技術を身に付けられるようにしていきます。 

（2）電気工学技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決する力を養います。 

（3）電気工学技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養います。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 

・電気工学技術の各分野に関す

る基礎的な知識と技能を身

につけ、工業の発展と環境・

資源などとの調和のとれた

ものづくりを合理的に計画

し、実際の仕事を適切に処理

する技能を身につけている。 

 

 

・電気工学技術に関する諸問題

の適切な解決をめざして、広

い視野からみずから思考し、

基礎的な知識と技術を活用し

て適切に判断し、その結果を

的確に表現し伝える能力を身

につけている。 

・電気工学技術について主体的

に興味・関心を持ち、その改

善向上をめざして意欲的に

取り組むとともに、社会の発

展に役立つ技術開発を積極

的に学ぶ態度を身につけて

いる。 

評

価

の

方

法 

・定期考査 

・授業態度 

（安全作業、合理的な作業、 

 計画性等） 

・成果物 

（作品の仕上がり、 

 作品の精度等） 

・資料から情報を収集・選択し

て図表等にまとめられる。 

・作品のできばえ 

（正確さ等） 

 

・授業態度 

（安全作業、活動状況、 

 課題解決、創造的な能力等） 

・実験・実習が正しく行える。 

・定期考査 

（思考・判断・表現を問う 

 設問） 

・成果物 

（授業ノート、授業プリント、 

 レポートにおける思考・判 

 断・表現） 

・出席状況 

・授業準備 

（必要な持ち物、事前課題 

 提出等） 

・授業態度 

（正しい服装の着用、安全 

 性、言葉遣い、取組状況等） 

・成果物 

（レポート提出、課題提出、 

 授業ノート、授業プリント 

 等） 

・授業ノートや授業プリントの

記述内容等 

  



 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

・誘導電動機と VVVF

制御 

 

・三相誘導電動機の構造

と原理を理解し、特性

を測定できる。 

・VVVFインバータ電源

の基本的原理を理解

し、かご形誘導電動機

の速度制御ができる。 

・特性試験の回路、速度

制御の回路を理解し、

適切に結線作業ができ

る。 

・実験結果について論理

的に処理し、適切に表

現することができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・変圧器の特性 

 

・単相変圧器の構造と原

理、特に電圧比と巻数

比の関係、極性の意味

を理解し、特性測定が

できる。 

・変圧器における損失に

ついて理解し、特性を

測定して効率を求める

ことができる。 

・各種測定回路を理解

し、適切に測定ができ、

電力機器としての役割

を認識できる。 

・測定結果を論理的に処

理し、変圧器の特性に

ついて理解を深めるこ

とができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・高電圧実験 ・高電圧の危険性と、放

電と絶縁破壊の現象に

ついて理解し、実際に

放電電圧の測定ができ

る。 

・高電圧に対する危険防

止策を理解し、安全な

取り扱いについて思

考、判断して適切な操

作で測定ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・半導体応用 

 

・トランジスタの増幅回

路の動作原理を理解

し、特性の測定方法を

理解して、実際に測定

できる。 

・測定結果を論理的に処

理し、安定した増幅動

作や、周波数特性につ

いて理解を深めること

ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・三相同期発電機 

 

・三相同期発電機の構造

と原理を理解し、特性

測定ができる。 

・並行運転の条件を理解

し、並行運転の操作が

できる。 

・測定結果を論理的に処

理し、三相同期発電機

の特性について理解を

深めることができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・第一種電気工事 

 

・二年次に身につけた知

識と技能を生かして、

高圧用電気工事の基礎

について理解し、適切

な工事ができる。 

・正確で効率のよい作業

方法を模索しながら工

事ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に作業に取り組

み、主体的に工事を実

践する態度である。 

・交流電力量計の誤差

試験 

 

・交流電力計の構造と原

理を理解し、特性を測

定できる。 

・実験結果について理論

的に処理し、適切に表

現することができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・電源回路 

 

・交流電源から直流に変

換する回路の部品構成

と原理を理解し、実際

に回路を製作できる 

・適切に交直変換ができ

る回路と、部品の値を

模索しながら回路製作

ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的、主体的に回路を

製作する態度である。 

・高圧受電設備と太陽

光発電設備および電

・設備の機器構成や役割

を理解している。 

・設備の意義や生活、社

会の中での重要性を考

・設備に興味関心を持

ち、意欲的に調査や実



気計測 

 

・各種計測の方法を理解

し、正しく計測ができ

る。 

えることができる。 

・より安全で正確な計測

ができるように工夫し

ながら、適切な計測が

できる。 

験に取り組む態度であ

る。 

・電気工事応用 

 

・高圧用電気工事の応用

として、取り扱う器具

の種類を増やした実用

的な回路について、適

切な工事ができる。 

・正確で効率のよい作業

方法を模索しながら工

事ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に作業に取り組

み、主体的に工事を実

践する態度である。 

・シーケンス制御応用 

 

・二年次に身につけた知

識と技能を生かし、そ

の応用として、より実

用的な制御回路につい

て理解し、配線、回路製

作ができる。 

・リレーシーケンスやＰ

ＬＣ制御の正しい接続

方法を模索し、効率の

よい制御配線を創意工

夫して製作できる。 

・自動制御について興味

関心を持ち、意欲的に

作業に取り組み、主体

的に実習を実践する態

度である。 

・三相同期電動機 

 

・三相同期電動機の始動

法を理解し、実際に操

作すること、特性を測

定することができる。 

・測定結果を論理的に処

理し、位相特性と力率

の関係を考察すること

ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的に実験に取り組

み、主体的に実験を実

践する態度である。 

・機械加工 

 

・図面の見方、金属材料

の性質、機械工具の取

り扱い方、確実な作業

方法を理解し、適切な

加工作業ができる。 

・安全かつ正確で効率の

よい作業方法を模索し

ながら加工作業ができ

る。 

・基礎的、基本的な加工

技術に興味関心を持

ち、意欲的に作業に取

り組み、主体的に加工

する態度である。 

・電子回路応用 

 

・電子部品を組み合わせ

た各種回路の部品構成

と原理を理解し、実際

に回路を製作できる。 

・各種回路それぞれの特

性を測定し、その結果

を論理的に処理して、

理想的な特性の回路を

模索しながら回路製作

ができる。 

・基礎的、基本的な技術

に興味関心を持ち、意

欲的、主体的に回路を

製作する態度である。 

・1年間の評定は、１年間で実施したすべての実習パートについて学科内の成績会議で協議・検討し、 

3つの観点をバランスよく、総合的に判断して決定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．学習の計画と評価の観点 

 

 
 

学
期 

 

 
 

 
 

 
 

１ 

学 

期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

＜第1ローテーション＞ 

・誘導電動機、VVVF制

御 
 

・変圧器の特性 

 

 

・高電圧実験 

 

・半導体応用 

 

・三相誘導電動機の構造と原理を理解し、運転方法を

習得する。また、VVVFインバータの構成と原理を

学習して、かご形誘導電動機の速度制御を行う。 

・単相変圧器の無負荷試験、短絡試験から、鉄損、銅

損、電圧変動率を求め、効率および特性について理

解を深める。 

・空気や絶縁油の放電(絶縁破壊)電圧を測定し、測定法

と特性を理解し、高電圧の取り扱いを学習する。 

・トランジスタ増幅回路の特性を測定し、測定方法と

特性を理解する。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

単
元
テ
ス
ト 

７ 

 

８ 

 

９ 

＜第2ローテーション＞ 

・三相同期発電機 

 

・第一種電気工事 

 

・交流電力量計の誤差試

験 

・電源回路 

 

 

・三相同期発電機の構造と原理を理解し、特性の測定

と並行運転の操作をする。 

・高圧用電気工事に関わる、実践的な理論と技術につ

いて、作業を通して習得する。 

・交流電力計の構造と原理を理解し、測定を通して特性

を理解する。 

・交流電源から直流に変換する回路を製作し、回路の

部品構成と原理を理解する。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

単
元
テ
ス
ト 

２ 

学 

期 ２ 

学 

期 

     

２ 

学 

期 

          

１０ 

 

１１ 

 

 

＜選択実習＞ 

・高圧受電設備と太陽光

発電設備および電気計

測 

・電気工事応用 

 

・シーケンス制御応用 

 

・三相同期電動機 

 

・機械加工 

 

・電子回路応用 

 

・実際に高圧受電設備や太陽光発電設備を調査し、機

器の役割や電力の流れを理解する。また、より実用

的な電気計測の方法を習得する。 

・高圧用電気工事に関わる、より実践的な理論と技術

について、作業を通して習得する。 

・シーケンス制御の応用として、主にPLCによる制御

について習得する。 

・三相同期電動機の始動法と操作を習得し、特性を理

解する。 

・金属材料を加工して作品を製作し、材料の特性や機

械工具の使用法、作業方法を習得する。 

・各種回路を製作し、それぞれの部品構成と原理を理

解し、特性を測定して理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

単
元
テ
ス
ト 

１２ 

 

１ 

２ 

３ 

＜課題研究＞ 

・課題研究の取組に関す

るまとめ 

 

・課題研究に必要な、研究、製作、調整、発表や報告

の各種資料作成をする。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

３
学
期 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 電気製図  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 2 学科・学年 電気工学科 ３年 

使用教科書  電気製図（実教出版） 

副教材等 配布プリント、実物教材等 

 
 

 

「 電気製図 」の到達目標は 
 

  

(1)製図の基礎・基本を学ぶとともに，設計製図法に至るまでの知識・技術を習得する。 

(２)電気機械・器具や電気設備等に関する製図の基本、および作図技術を総合的に学習する。 

(３)ＣＡＤによる設計製図の概要を学習する。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 日本産業規格･国際標準化機

構等の製図に関する知識や

設計および機械工作との関

連を理解し，さらに電気機

器・電気設備・電子機器等の

設計・製図に必要な知識を理

解し、正しい作図能力と総合

的な作図する技術が身につ

いている。 

 製作図や設計図などを正し

く読み取り観察することが

でき，図面を構想し作成する

技術が身についている。もの

づくり技術者となった場合

に必要となる技術を習得し

ている。 

 電気製図に関して，基礎的･基

本的知識を活用して,みずから

考察を深め，適切に判断し，創

意工夫する能力が身について

いる。 

 日本産業規格など製図に関す

る規格との整合性などを判断

でき，考え方を的確に表現で

きる。 

 ｢電気製図｣はものづくりを

学ぶうえで必須の科目であ

り，スペシャリストの育成の

観点から，電気製図の意義や

役割および知識や技術に対

して，関心・意欲があり，主

体的に取り組むとともに，技

術者としての望ましい心構

えや態度が身についている。 

 

評

価

の

方

法  

・ 定期考査（年 2 回実施） 

・ （知識・技能を問う設問） 

・ 授業ノート記述内容 

・ 成果物（提出された課題の内

容等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 定期考査（年 2 回実施） 

（思考・判断・表現を問う） 

・ 授業ノートの記述内容 

・ 授業時の発言内容 

・ 思考・判断した過程や結果の適

切な説明 

・ 成果物（提出された課題の内容

等） 

 

・ 出席状況 

・ 授業準備（必要な持ち物、事前

課題提出等） 

・ 授業態度（言葉遣い、挙手、取

組状況等） 

・ 成果物（提出課題、授業ノート

等） 

 
 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第 1 章 製図の基本 

 １節 製図と規格 

 ２節 製図用器具・材料 

 ３節 線と文字 

 ４節 平面図形 

 ５節 投影図 

 

 

 

 

 

 

・日本産業規格の製図に

関する規格を理解し、

作図するのに必要な

製図用具や器具、材料

を用いて、能率よく作

図できる能力が身に

ついている。 

・規格に定められている

線の種類、文字・記号

のかき方をじゅうぶ

ん理解し、規格に従っ

て，正しくかく技術が

身についている。 

・JIS の機械製図では，

投影図は第三角法で

かくことに定められ

ており，第三角法につ

いての知識を学び理

解し，みずから作図で

きる技術が身につい

ている。          

・図面を作図するさい

は，機械製図や各種規

格に基づいて，思考・判

断して，正しく作図し

表現できる。 

・平面図形については，

線の等分，角の等分，だ

円，放物線，三角関数曲

線など,基本的なかき方

を習得し,あらゆる図形

がかけるように思考･

判断できる。 

・製図は，機械製図の幅

広い知識を必要とす

る。日本産業規格・国

際標準化機構には機

械製図に関する規格

があり，それらの規格

に関心をもち，意欲的

に学習に取り組んで

いる。   

・物体の形状を，平面上

に正しく示すための

投影図について理解

し関心をもち，意欲的

に作図に取り組んで

いる。 

第 2 章 製作図 

 １節 線の用法 

 ２節 図形の表し方 

 ３節 尺度と寸法記入 

 ４節  サイズ公差とは

めあい 

 ５節  表面性状と幾何

公差 

 ６節  図面の分類・様

式と材料記号 

 ７節  図面のつくり方

と管理 

 

 

 

 

 

 

・製図は，JIS の機械製

図を基本としており，

図面をかく手順など

に従って作図するが，

製品の仕様書をよく

観察し，正確な図面を

仕上げる技術が身に

ついている。                 

・作図に必要な基本知識

として、線の用法、図

形の表し方、寸法記入

の方法等をよく理解

している。 

・サイズ公差とその表示

方法およびはめあい

の意義と意味につい

て理解している。 

・図面の分類や様式の意

義についてよく理解

し、正しく読み取り観

察することができ，正

確な図面をかく技術

が身についている。 

・線は用途によって，線

の形と太さを組み合わ

せて使い分け，各種の

寸法記入法や寸法補助

記号の種類などについ

て判断し、作図し表現

できる。 

・サイズ公差とはめあい

については，対象物を

加工するとき，使用目

的に応じて幅をもたせ

るが，その場合のサイ

ズ公差，および軸と穴

などがたがいにはまり

合う関係を示すはめあ

いについて，JIS の表

を用いて思考・判断

し，表現できる。 

・製作図は，機器を設計

製作するときなどに

用いられ，設計者の意

図をじゅうぶん表し，

製作者に伝える図面

である。したがって，

製作図に必要な基礎

知識，仕様書などに関

心をもち，意欲的に作

図に取り組んでいる。 

・JIS で定められている

表題欄や部品欄，図形

の尺度や寸法，加工表

面の表面性状，幾何公

差とデータムなどに

関心をもち，その図示

記号や記入方法など

の習得に意欲的に取

り組んでいる。 

第 3 章 機械要素 

 １節 ねじ 

 ２節 ボルト・ナット・

小ねじ・止めねじ 

 ３節 軸 

・ ねじの種類と表し方お

よび図示のしかたにつ

いて理解し作図できる。 

・ 軸，軸継手，転がり軸受，

キー，ピンなどについて

・ 六角ボルトとナットを

作図するさい、呼び径

を基準とした各寸法を

求めることができ、ボ

ルト、ナットをみずか

・ 機械要素の基本である

ボルト,ナットなどは，

いろいろな機械や器具

に共通した用途で使用

されており，これらに



 ４節 歯車 

  

基礎的な知識を理解し

ている。                       

ら手順どおりに作図し

表現できる。 

ついて関心をもち，意

欲的に作図に取り組ん

でいる。 

第 4 章 電気用図記号 

 １節 図記号 

 ２節 基礎受動部品 

 ３節 半導体素子･集積

回路 

 ４節 文字･記号･数値

の記 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 電気や電子に関する製

図においては，JIS C 

0617-1～13 などの

電気用図記号が用いら

れていることを知ると

ともに、電気回路の基本

要素である，抵抗器，コ

ンデンサ，コイル，半導

体素子，集積回路などグ

リッドを用いた図記号

を参照して比率をよく

観察し，正しい図記号が

かける技術が身につい

ている。 

・ 電気･電子の接続図や

配線図には，電気用図

記号が用いられてお

り，これらの図記号の

形状を正しい比率で作

図し表現できる。  

・ 各種半導体素子の図記

号と形状比率を判断

し，図示し表現できる。 

・ 電気回路図にとって重

要な役割をもつ図記号

に関心をもち，意欲的に

学習に取り組んでいる。 

・ 電気系の基本要素であ

る，抵抗器，コンデンサ，

コイル，半導体素子，集

積回路などの図記号に

ついて関心をもち，正し

い図記号がかけるよう

意欲的に取り組んでい

る。 

第 5 章 電気器具・電気

機器 

 １節 電気器具 

 ２節  変圧器およびそ

の設計 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 設計製図をかく場合は，

仕様書などの内容をよ

く理解し，規格表などを

参考にして正確な図面

がかける能力が身につ

いている。 

 

・ 電気器具・電気機器の

図面をかくにあたって

も、機械製図の知識が

必要(基本)であり、正し

い形状を表すために、

機械製図の知識に基づ

いた思考判断をして作

図し表現できる。 

・ 製図の題材として、断

路器、計器用変成器、避

雷針、漏電遮断器、配線

用差込接続器を取り上

げ、それら電気器具の

基礎知識や構造を理解

し、正確な作図ができ

る。 

・ ・配電用の柱上変圧器

を設計する場合，変圧

器の規格などを参考に

し，みずから考え設計

し，作図し表現できる。 

・ 受電盤や配電盤に使用

されている，断路器，計

器用変成器，避雷針など

の作図法に関心をもち，

意欲的に取り組んでい

る。 

・ 屋内配線に使われる漏

電遮断器や配線用差込

接続器の構造や役割に

関心をもち、併せて JIS

や電気設備技術基準な

どの規定を学習しつつ、

正しい図面のかき方に

意欲的に取り組んでい

る。 

 

第 6 章 電気設備 

 １節 屋内配線 

 ２節 自家用変電設備 

 ３節  シーケンス制御

施設 

  

・ 屋内配線は，｢電力技

術｣に関連させて配電

の理論を理解すると

ともに，「電気設備に

関する技術基準」や

「内線規程」に基づい

て設計の要領を理解

することができる。 

・ 自家用変電設備は ,電

気事業法などの規定

があり,単線接続図,複

線接続図 ,系統図につ

いてよく理解してい

る。 

・ 電気系の図記号は,｢電

気用図記号  JIS C 

・ 屋内配線を設計する場

合,「電気設備に関する

技術基準」と「内線規

程」があり，電灯配線や

構内電気設備などの設

計は，これらの規定を

考慮して表現できる。 

・ シーケンス制御の基

礎・基本を理解し，三相

誘導電動機の制御と揚

水ポンプ装置の制御に

ついて展開接続図を読

み取り，動作順序につ

いて思考･判断できる。 

 

・ 屋内配線，自家用変電

設備，シーケンス制御

施設など，その配線図，

接続図，展開接続図な

どについて関心をも

ち，意欲的に正しいか

き方，読み方の習得に

取り組んでいる。 

 



0617-1～13｣、｢構

内電気設備  JIS C 

0303｣などに規定さ

れており，図面をよく

観察し，正確な図面が

かける技術が身につ

いている。 

第 7 章 電子機器 

 １節 回路計  

２節 直流安定化電源 

・ 回路計や直流安定化

電源の原理やしくみ

を学習し、それら機器

の構造を理解し仕様

書に基づいた回路接

続図が作図できる。 

・ 回路図などを観察し

ながら，プリント配線

板を作成する技術を

習得している。 

 

・ 電子機器を製作する

場合，仕様書の内容を

満たすことを考慮し，

構成図と回路図を表

現できる。 

・ アナログ集積回路の

機能と内部回路およ

びディジタル集積回

路を用いたフリップ

フロップ回路を作図

し表現でき，その動作

原理などについて思

考･判断できる。 

・ 回路計や直流安定化

電源の構成・回路接続

図などについて、関心

をもち意欲的に回路

接続図の正しい読み

方・かき方の習得に取

り組んでいる。 

 

第 8 章 CAD 製図 

 １節 CAD システム 

 ２節 CAD システムに

関する規格 

 ３節 CAD システムに

よる製図 

・ 産業分野ではＣＡＤ

による設計製図が主

流になっており，JIS 

B3401 に規定して

いるCAD用語を理解

し、CAD の基本操作

を習得するとともに，

実践的な図面を作成

する技術が身につい

ている。 

・ CAD のハードウェア

やソフトウェア，処理

プロセスとデータ管

理などについて理解

している。 

・ 三次元CADの機能お

よびそれを活用した

設計製図について，具

体的な事例を通して、

思考・判断しながら設

計を行い、ＣＡＤ製図

として表現できる。 

・ CAD システムを利用

した二次元および三

次元図面の作図手順

を理解し，プリント配

線板などを作図し表

現できる。 

・ CAD など，時代に即

した作図技術の習得

に関心をもち，CAD

システムの基礎知識

を身につけ，意欲的に

作図技術の能力向上

に取り組んでいる。 

・ 二次元CADと三次元

CAD の異なる機能と

設計手順について関

心をもち、意欲的に学

習に取り組んでいる。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、知識・技術を重視し総合的に判断して決定し

ます。 

 
  



３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

4 第１章 製図の基本 
  1節製図と規格 
 

2節 製図用器具・材
料 

 
・製図に関するさまざまな規格を知り、その役割を理
解させる。 
・製図用器具の種類と用途，正しい使用方法を理解さ
せる。 

 
○ 
 
○ 
 

 
 
 
○ 
 

 
○ 
 

期
末
考
査 

5   3節 線と文字 
 
 
4節 平面図形 

・線の組み合わせや図記号の使用方法を理解させると
ともに、線・文字・記号などを正しくかけるようにす
る。 
・製図用器具を使用して、図形を幾何学的にかき表す
用器画法について理解させ、図形の正しいかき方を習
得させる。 

○ 
 
 
○ 
 

○ 
 
 
○ 
 

 

6  ５節 投影図 ・第三角法について理解させ、作図できる能力を養
う。また、立体図を図示する方法として、等角図のか
き方を習得させる。 

○ 
 

 ○ 
 

7 第2章  製作図 
 １節  線の用法 
 
 ２節  図形の表し方 
 
３節  尺度と寸法記入 
 

 ４節  サイズ公差とは
めあい 

 
・線は用途によって、種類と太さを使い分けてかける
ようにする。 
・物の形状を図面に表す場合、主投影図を中心とした
さまざまな図示の方法があることを理解させる。  
・図形の尺度や寸法について理解させ、正しい記入方
法を習得させる。 
・サイズ公差の意味や、軸と穴の寸法差の関係であ
る、はめあいについて理解させる。 

 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 

 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 

 

２ 

学 

期 

8 

9 

5節  表面性状と幾何
公差 

  6節  図面の分類・様
式と材料記号 

  
 

7節  図面のつくり方
と管理 

・加工表面の凹凸・筋目などの表面性状について理解
させる。  
・図面は、その用途や内容などによって、分類される
が、その名称と内容について理解させる。また、表題
欄・部品欄など，製図の図面として備えるべき要素に
ついても理解させる。  
・製図をかくさいに必要な、図面の構成や配置、作図
の手順などの基本的な事柄を理解させ、作図する技術
を習得させる。また、出来上がった図面は大切に保
管・保存されることについて理解させる。 

○ 
 
 
 

 
 
○ 
 

 
 
○ 
 
 
 
○ 
 

期
末
考
査 

10 第3章  機械要素 
 １節 ねじ 
  
２節 ボルト・ナッ
ト・小ねじ・止めねじ 
 

 ３節 軸 
 
 
第8章  ＣＡＤ製図 
 １節  ＣＡＤシステム 
 
 ２節  ＣＡＤシステム
に関する規格 

 
 ３節  ＣＡＤシステム
による製図 

 
・ねじの種類と表し方および図示のしかたについて理
解させる。 
・六角ボルトとナットの呼びから、各寸法を求めさ
せ、ボルトとナットを手順どおりに作図させる能力を
習得させる。  
・軸、軸継手、転がり軸受、キー、ピンなどについて
基礎的な知識を理解させる。 
 
 
・ＣＡＤは、コンピュータを利用した作図システムで
あり、その概要やハードウェア、ソフトウェアについ
て理解させる。 
・ＣＡＤシステムに関する規格や用語および、ＣＡＤ
システムの機能を理解させる。  
・ＣＡＤシステムを利用した二次元および三次元図面
の作図手順などについて、じゅうぶん理解させる。 

 
○ 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 

 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
○ 



 

11 第4章  電気用図記号 
 １節  図記号 
 
 
 ２節  基礎受動部品 
 
第5章  電気器具・電気
機器 
 １節  電気器具 
 
 ２節 変圧器およびそ
の設計 

 
・電気・電子の接続図や配線図には、電気用図記号が
用いられており、これらの図記号の形状を正しい比率
でかけるようにする。 
・電気・電子回路の基本的な部品である、抵抗器、コ
ンデンサ、コイルが正しくかけるようにする。 
 
 
・断路器、計器用変成器、避雷針、漏電遮断器などの
電気器具を作図できるようにする。  
・変圧器の基礎知識を理解させ、設計製図ができる能
力を養う。 

 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 

 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
○ 
 

 

12 第6章 電気設備   
 １節 屋内配線 
 
 
 
 ２節 自家用変電設備 
  

 

３節 シーケンス制御
施設 

 
・屋内配線は、「電気設備に関する技術基準」や「内
線規程」に基づいて設計されるので、よく理解させ
る。 また、電気用図記号などについて理解させ、屋
内配線図がかけるようにする。 
・自家用変電設備は、認可申請や建設にさいして、各
種図面が必要になるので、各種接続図のかき方や電気
用図記号などについてよく理解させる。 
・シーケンス制御の基礎的な知識と動作順序を理解さ
せ、展開接続図がかけるようにする。 

 
○ 
 
 
 
○ 
 
 

 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 

３ 

学 

期 

1 

2 

 

第7章  電子機器 
１節 回路計 

 
 
２節  直流安定化電源 

 
・電気技術者にとって必須の測定器である回路計のし
くみや構造を理解させ、測定器内部の接続図がかける
ようにする。 
・電子機器を製作する場合、機器の概要を示す仕様書
と回路構成を示す構成図と回路接続図が必要で、それ
らをかけるようにする。 

 
○ 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
○ 

 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 電気機器  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 ２ 学科・学年 電気工学科・３年 

使用教科書  電気機器（実教出版） 

副教材等  指導教員が作成した授業プリント、デジタルコンテンツ、ビデオ教材、実物教材等 

 
 

 

「電気機器」の到達目標は 
 

  

・工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、電気現象を量的に取 

り扱うことに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指します。 

 

（1） 電気機器について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けら 

れるようにしていきます。 

（2） 電気回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決 

する力を養います。 

（3） 電気回路を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取 

  り組む態度を養います。 

 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 

・各種電気機器の原理・特徴を

理解し、その取り扱いが正し

くできる。 

・起電力やトルクなどの諸計算

ができる。 

・各種電気機器の利用技術につ

いて、正しく理解できる。 

 

 

・電気基礎および電気実習の学

習で習得した関連知識を生か

し、電気機器について発展的

に思考・考察し、導き出した考

えを的確に表現することがで

きる。 

・誘導機、同期機、小形モータ、

パワーエレクトロニクスお

よびこれらに付属する機器

について、原理・構造・特性・

用途などに興味をもち，積極

的に学習に取り組むととも

に，技術者としての態度を身

につけている。 

評

価

の

方

法 

・定期考査（年５回実施） 

（知識・理解を問う設問） 

・小テスト 

・確認プリント 

・成果物（提出された課題の内

容、実験結果等） 

・授業時の発言 

・確認プリントや授業ノートの

記述内容 

・定期考査、小テスト、宿題テス

ト（思考・判断・表現を問う） 

・成果物（授業ノート、授業プリ

ント、レポート内容） 

 

 

 

・出席状況 

・授業準備（必要な持ち物、事

前課題提出等） 

・授業態度（言葉遣い、挙手、

取組状況等） 

・成果物（レポート提出、課題

提出、授業ノート、授業プリ

ント等） 

 

  



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

第４章 誘導機 

 

１節 三相誘導電動機 

 

 

 

 

 

 

 

 

２節 各種誘導機 

 

 

 

 

 

 

・誘導機について，変圧器

と対比して考えること

ができる。 

・滑りや回転速度をはじ

め、諸量の算出ができ

る。 

・電動機の各種の始動法

の原理と特徴が理解で

きる。 

・三相誘導電動機の構造

と運転の実習において，

固定子巻線の形状およ

び接続関係を観察でき

る。また、各種特性の理

論から、数値計算ができ

る。 

・等価回路法で描いた出

力特性図より、その誘導

機の特性を読み取るこ

とができ、等価回路に当

てはめて誘導機の出力

特性図を描くことがで

きる。 

・単相電動機の種類，特徴

および用途などについ

ての知識を理解できる。 

・単相誘導電動機を実際

に運転して、その特性を

習得できる。 

・誘導電動機のトップラ

ンナーモータの推進が

なぜ必要かを理解でき

る。 

・p 極の電動機の回転磁

界は、1 周期間で 2/p

回転することを的確に

表現することができ

る。 

 

 

・停止中の電動機の等価

回路は、変圧器と同じ

であることを正しく表

現することができる。 

 

 

・かご形の各種始動法

は、始動電流制御のた

めであることを的確に

表現することができ

る。 

 

・特殊かご形誘導電動機

や単相誘導電動機の特

性について、正しく理

解し、的確に表現する

ことができる。 

 

・三相誘導電動機の原

理・構造・理論・等価回

路等に関心をもち，意

欲的に学習に取り組む

態度を身につけてい

る。 

 

・特殊かご形誘導電動機

や単相誘導電動機に関

心をもち、意欲的に学

習に取り組む態度を身

につけている。  

 

・誘導機の等価回路につ

いて，変圧器の等価回

路の比較を通してその

原理を理解する態度を

身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 同期機 

 

１節 三相同期発電機 

 

 

 

 

 

 

 

 

２節 三相同期電動機 

 

 

 

 

・同期インピーダンス，短

絡比、電動機の出力、ト

ルクなどの諸量の算出

ができる。 

・並行運転には条件があ

るが、その理由が理解で

きる。 

・発電機と電動機の電機

子反作用は逆になるこ

とが理解できる。 

・インバータの進歩によ

り，効率のよい同期電動

機が注目されているこ

とを理解できる。 

・同期発電機の特性，並行

運転および同期電動機

・同期機は同期速度で回

転するので、滑りは零

であることを的確に表

現することができる。 

・電機子反作用は，負荷

力率によって異なるこ

とを正しく表現するこ

とができる。 

・同期電動機は、界磁電

流の大きさによって電

機子電流はV曲線にな

り、調相機として使用

でき、それを的確に表

現することができる。 

 

 

・三相同期発電機の原

理・構造・等価回路・特

性・並行運転に関心を

もち，意欲的に学習に

取り組む態度を身につ

けている。 

 

 

・三相同期電動機の原理

と特性、および始動と

利用に関心をもち，意

欲的に学習に取り組む

態度を身につけてい

る。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

の始動・位相特性(V 曲

線)の実験を通して，発

電機の並行運転の操作

技術を習得できる。 

・特性実験で得たデータ

より、無負荷飽和曲線，

短絡曲線を正確に描く

ことができる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

第６章  

小型モータと電動機の 

活用 

 

１節 小型モータ 

 

 

２節 電動機の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７章 

パワーエレクトロニク

ス 

 

１節 パワーエレクト

ロニクスとパワー半導

体デバイス 

 

 

２節 整流回路と交流

電力調整回路 

 

 

 

３節  直流チョッパ 

 

 

 

 

・各種小形モータの特徴・

用途について正しく理

解できる。 

・直流サーボモータに適

するモータについて理

解できる。 

・サーボ機構の構成をブ

ロック図で示すことが

できる。 

・ステッピングモータの

実習を通して，原理や取

り扱いを習得できる。                   

・クレーン、エレベータや

ポンプなどに使用され

る電動機の出力の計算

ができる。 

・ロボットの関節などに

利用される小形モータ

の高機能化について理

解できる。 

・小形モータは身近なも

のであることから，実験

を通して体験し、モータ

の取り扱いを習得でき

る。 

 

・パワートランジスタは，

サイリスタのような転

流回路が不要のため，活

用が容易であることを

習得できる。 

・複数のパワー半導体デ

バイスと電子部品をパ

ッケージに組み込んだ

パワーモジュールは、活

用が容易であることを

習得できる。 

・電力変換方式の種類や

利用例などを理解でき

る。 

・各種整流回路について，

入力波形に対する出力

波形を描くことができ，

かつ、大きさを求める計

 

・永久磁石形直流モータ

は，回転速度の増加と

ともに直線的に下降す

るので、直流サーボモ

ータに適することを的

確に表現することがで

きる。 

・ブラシレス DC モータ

は，電気雑音の発生が

なく、寿命が長くなる

ことを表現することが

できる。 

・電動機の選定は，負荷

の特性を考慮して決め

なければならないこと

を的確に表現すること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サイリスタなどのパワ

ー半導体デバイスの構

造や動作について，図

を用いて表現すること

ができる。 

・各種整流回路の入出力

波形について考察し，

表現することができ

る。 

・直流チョッパの原理を

回路図を用いて表現す

ることができる。 

・インバータの原理につ

いて，その動作を的確

に表現することができ

る。 

・環流ダイオードは，各

種回路に使われている

 

・小形直流モータ、ステ

ッピングモータ、小形

交流モータおよびサー

ボモータなどに関心を

もち、意欲的に学習に

取り組む態度を身につ

けている。 

・電動機の利用、所要出

力の算出、保守などに

関心をもち、意欲的に

学習に取り組む態度を

身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"・電力変換の原理、半導

体バルブデバイスなど

に関心をもち、意欲的

に学習に取り組む態度

を身につけている。 

・単相半波・単相全波・三

相全波整流回路、交流

電力調整回路に関心を

もち、意欲的に学習に

取り組む態度を身につ

けている。 

・直流チョッパの基本と

利用に関心をもち、意

欲的に学習に取り組む

態度を身につけてい

る。 

・インバータの原理・出

力電圧調整、方形波イ



４節 インバータとそ

の他の変換装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算ができる。 

・直流チョッパは，直流を

ほかの大きさの直流電

圧に変換する装置で、実

験を通して、その取り扱

いを習得できる。 

・インバータの原理を理

解できる。また、インバ

ータを利用した VVVF

電源装置や CVCF 電源

装置の使い方を，実験を

通して体験し、習得する

ことができる。 

・高効率インバータの出

現により、各種の電動機

が効率よく運転できる

ようになったことを理

解できる。 

 

が、その理由を的確に

表現することができ

る。 

 

 

ンバータの波形改善お

よびインバータの利用

などに関心をもち、意

欲的に学習に取り組む

態度を身につけてい

る。 

" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点の内、特に知識・技術の観点を重き

において総合的に判断し決定します。 

 
  



３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 第４章 誘導機 
１．三相誘導電動機 

・三相誘導電動機の原理、構造、等価回路、特性、各

種の始動法、速度制御に関する知識と技術を習得さ

せ、活用できるようにする。 

○ 

 

 

○ ○ 

 
中
間
考
査 

５  ・三相誘導電動機の原理、構造、等価回路、特性、各

種の始動法、速度制御に関する知識と技術を習得さ

せ、活用できるようにする。 

○ 

 

○ ○ 

６ ２．各種誘導機 ・三相同期発電機の原理、構造、特性について理解さ

せ、並行運転の原理および操作技術を習得させ、活

用できるようにする。 

○ ○ ○ 

期
末
考
査 

７  ・三相同期発電機の原理、構造、特性について理解さ

せ、並行運転の原理および操作技術を習得させ、活

用できるようにする。 

○ 

 

○ 

 

○ 

２ 

学 

期 

          

８ 

 

第５章 同期機 

１．三相同期発電機 

  

 

 

 

 

・三相同期発電機の原理、構造、特性について理解さ
せ、並行運転の原理および操作技術を習得させ、活
用できるようにする。 

  

 

 

 

 

○ ○ 

 

○ 

中
間
考
査 

９  ・三相同期発電機の原理、構造、特性について理解さ

せ、並行運転の原理および操作技術を習得させ、活

用できるようにする。 

○ ○ ○ 

１０  ・三相同期発電機の原理、構造、特性について理解さ

せ、並行運転の原理および操作技術を習得させ、活

用できるようにする。 

○ ○ ○ 

期
末
考
査 

１１ ２．三相同期電動機 ・三相同期電動機の原理、特性および始動法に関する

知識と技術を習得させ、活用できるようにする。 

○ ○ ○ 

１２  ・三相同期電動機の原理、特性および始動法に関する

知識と技術を習得させ、活用できるようにする。 

○ ○ ○ 

 

３ 

学 

期 

１ 第６章 小形モータと 

    電動機の活用 

１．小形モータ 

・小形直流モータ、ステッピングモータ、小形交流モ 

ータおよびサーボモータなどの構造や特徴、取り扱 

いに関する知識を習得させ活用できるようにする。 

○ ○ ○ 

学
年
末
考
査 

２ 

 

 

 

 

 

第７章 パワーエレクト

ロニクス 

１．パワーエレクトロニ

クスとパワー半導体デ

バイス 

・半導体バルブデバイスの原理、構造、特性の基本的

な知識について習得させる。 

 

 

 

○ ○ ○ 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 電力技術  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 ３ 学科・学年 電気工学科・３年 

使用教科書 電力技術１・電力技術２（実教出版）  

副教材等  実物教材、デジタルコンテンツ、プリント等 

 
 

 
「 電力技術 」の到達目標は 

 

  

(1) 送電、配電分野の電力供給技術と施設・設備の取り扱い、電力運用の基礎的な技術を理解し、エネル

ギー資源の有効利用や省エネルギーの観点を含めて、実際に活用できる能力を身につける。 

(2) 照明や電気加熱に関する基礎的な技術を理解し、実際に活用する能力を身につける。 

(3) 電力の制御に関する基礎的知識と技術を習得し、活用できる能力を身につける。 

(4) 電気化学や電気鉄道およびさまざまな電力応用についても理解を深める。 

 
 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

・さまざまな電気現象や電気技

術を応用する能力が身につ

いており、技術的に対応する

ことができる。 

・各種の公式を正しく理解し、

正確に計算ができる。 

・電力を利用する多様な機器に

ついて学び、さらに、電力応

用における省エネルギー技

術について理解できる。 

 

・電気回路、電気実習、電力技術

１、電気製図で習得した知識

や技能を生かし、電力技術２

の内容を身につけ、さらにこ

の教科の内容を発展的に思

考・判断し、考え方を的確に表

現できる能力を身につけてい

る。 

 

・配電、照明、電気加熱、自動

制御、コンピュータによる制

御、電気化学、電気鉄道、さ

まざまな電力応用などに興

味・関心をもち、主体的に学

習に取り組む態度が身につ

いている。                         

 

 

評

価

の

方

法  

・定期考査（年５回実施） 

 （知識・理解を問う設問） 

・小テスト 

・授業ノート 

・成果物（提出された課題の内容

等） 

・定期考査（年５回実施） 

  （思考・判断・表現を問う） 

・授業時の発言内容 

・思考・判断した過程や結果の適

切な説明 

・授業ノートの記述内容 

 

・出席状況 

・授業準備（必要な持ち物、事前

課題提出等） 

・授業態度（言葉遣い、挙手、取

組状況等） 

・成果物（提出課題、授業ノート

等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第２章 送電 

 

３節 

送電と変電の運用 

 

 

 

 

・中性点接地の種類とそ

の機能が理解できる。 

・送電線路の保護につい

て理解し，知識を身に

つけている。 

・変電所の設備機器と機

能について理解でき

る。 

・省エネルギー対策に

は，送電電圧の昇圧と

力率改善が関与して

いることを考察し，そ

れを的確に説明する

ことができる。 

・変電所の機能について

考察し，それを発表で

きる。 

・定電圧送電，送電線路

の事故と保護などに

関心をもち，主体的な

態度で学習に取り組

むことができる。 

・変電所などに関心をも

ち，主体的な態度で学

習に取り組むことが

できる。 

第３章 配電 

 

１節 

配電系統の構成 

 

 

 

２節 

配電線路の電気的特性 

 

・需要率，不等率，負荷

率などの公式の意味

を理解し，それぞれを

計算することができ

る。 

・日負荷曲線から平均需

要電力を計算できる。 

・架空配電線路と地中配

電線路の設備および

保護や保安の必要性

を理解し，正しい知識

を身につけている。 

・配電線路の電圧降下

率，電圧変動率を求め

ることができる。 

・力率改善に必要なコン

デンサ容量の算出が

できる。 

・各種接地工事の接地抵

抗値と適用場所の関

係を理解し，接地抵抗

計を取り扱う技能を

習得している。 

・各種の低圧配電線路の

特徴について考察し

たことを的確に発表

できる。 

・需要率，不等率，負荷

率について正しく説

明ができる。 

・接地工事は，電気工作

物の保護や保安上重

要な意味をもってい

ることを説明できる。 

・力率が改善されると電

力損失が減少するこ

とを考察し，発表でき

る。 

・配電線路の構成，供給

設備容量，架空配電線

路，地中配電線路，配

電線路の保護や保安

などに関心をもち，主

体的に学習に取り組

むことができる。 

・配電線路の電圧調整，

電力損失と力率の改

善，進相コンデンサの

所要容量の計算など

に関心をもち，自ら学

ぶ態度で学習に取り

組むことができる。 

第４章 屋内配線 

 

１節 

自家用電気設備 

 

 

 

・ＣＢ形とＰＦ・Ｓ形キ

ュービクルの相違と

特徴が理解できてい

る。 

・構内電気設備の配線用

図記号について理解

し，活用できる。 

・高圧受電設備の単線結

線図の図記号および

略号より機器の名称

が正しく発表できる。 

・キュービクルの安全性

や利便性について考

察し，説明できる。 

・自家用電気施設と設

備，キュービクル式高

圧受電設備，保安の実

務などに関心をもち，

主体的に学習に取り

組むことができる。 

第６章 照明 

 

１節 

光と放射エネルギー 

 

２節 

光の基本量と測定法 

 

３節 

光源 

・光度，照度，輝度など

の定義を理解し，正し

い計算ができる。 

・光度測定など測光の技

能を習得している。 

・各種のランプの特徴お

よび用途について理

解し，正しい知識を身

につけている。 

・実際の室内照度設計を

・光束と光度の関係およ

び照度との関係を考

察でき，その内容を正

しく表現できる。 

・LED ランプや蛍光ラ

ンプの発光原理につ

いて考察し，その動作

原理を表現できる。 

・各種光源の構造，特徴，

用途について考察し，

・光のエネルギー，点光

源の照度，面光源と輝

度，光の測定などに関

心をもち，主体的に学

習に取り組んでいる。 

・LEDランプ，蛍光ラン

プ，HID ランプおよび

熱放射による白熱電

球などの光源の特性

などに関心をもち，主



４節 

照明設計 

 

 

行い，設計値と実際の

照度を比較すること

ができる。                            

・新しい照明器具につい

ての知識がある。 

・各種の光源について，

その特性が省エネル

ギーに適しているか，

理解ができる。 

説明できる。 

・照明設計に必要な保守

率，照明率，室指数に

ついて説明できる。 

・グレアの意味を理解

し，表現できる。 

体的に学習に取り組

んでいる。 

・適正照明と省エネルギ

ー照明，照明方式と照

度基準，屋内全般照明

の設計などに関心を

もち，主体的に学ぶ態

度が身についている。 

第７章 電気加熱(電熱) 

 

１節 

電熱の基礎 

 

２節 

各種の電熱装置 

 

 

３節 

電気溶接 

 

 

 

 

・熱の伝達や電熱材料の

知識を身につけてい

る。 

・熱系の量と電気系の量

を対比について理解

している。 

・発熱体の種類と最高使

用温度について理解

している。 

・抵抗炉，アーク炉，誘

導炉の特徴について

理解し，正しい知識を

身につけている。 

・アーク溶接と抵抗溶接

について理解できる。 

・熱抵抗を電気抵抗と対

比して，わかりやすく

説明ができる。 

・誘導加熱は，渦電流に

よるジュール熱によ

って生じることを理

論的に表現できる。 

・誘電加熱は，高周波交

流電圧をかけ，電界に

よる加熱であること

を説明できる。 

・アーク溶接用電源には

垂下特性をもつ変圧

器が必要であること

を考察し，正しく表現

できる。 

・電熱の発生と伝達，電

熱用材料などに関心

をもち，主体的に学習

に取り組んでいる。 

・電気炉，誘導加熱装置，

誘電加熱装置，赤外加

熱装置などに関心を

もち，主体的に学習に

取り組んでいる。 

・電気溶接の基礎，アー

ク溶接，抵抗溶接など

に関心をもち，主体的

に学習に取り組む態

度が身についている。 

第８章 電力の制御 

 

１節 

制御の概要 

 

２節 

シーケンス制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３節 

フィードバック制御 

 

 

 

 

 

 

 

４節 

コンピュータと制御 

・制御の構成を理解し，

センサやアクチュエ

ータの種類を分類で

き，その活用例につい

ての知識がある。 

・シーケンス制御回路の

自己保持回路，インタ

ロック回路，時限動作

回路，フリッカ回路な

どを理解し，タイムチ

ャートに従って回路

の動作を追うことが

できる。 

・プログラマブルコント

ローラの命令と動作

についての知識があ

る。 

・フィードバック制御の

構成，ブロック図，ボ

ード線図の知識を理

解し，各種伝達関数を

求めることができる。 

・フィードバック制御回

路について，ボード線

図を描くことができ

る                      

・コンピュータ制御のプ

ログラミングと入出

・制御の基本構成と入出

力装置について説明

できる。 

 

 

・シーケンス制御の制御

機器と，その動作につ

いて考察し，わかりや

すく表現できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フィードバック制御の

各要素から制御系の

動作を考察し，説明で

きる。 

・ナイキスト線図から制

御系の安定，不安定の

判断について，的確に

表現できる。 

 

・コンピュータ制御の構

成からコンピュータ

・制御の概要，種類，構

成などに関心をもち，

主  体的に学習に取

り組んでいる。 

 

・シーケンス制御の制御

用機器，制御系の図示

方法，シーケンス制御

回路，プログラマブル

コントローラなどに

関心をもち，主体的に

学習に取り組んでい

る。 

 

 

 

 

・フィードバック制御の

分類，制御系の動作，

伝達関数とブロック

線図，制御系の特性，

安定性判別と補償な

どに関心をもち，主体

的に学習に取り組む

態度が身についてい

る。 

・コンピュータ制御の概

要，インタフェースの



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５節 

制御の活用事例 

 

力インタフェースに

ついて理解し，入出力

回路と命令に関する

知識を身    

につけている。 

・D-A，A-D 変換器の入

力信号に対する出力

信号の関係を数値で

表現することができ

る。 

・制御の活用事例とエネ

ルギー管理システム

についての知識を身

につけている。 

本体とインタフェー

ス，アクチュエータ，

センサとの関係を理

解し，正しく説明がで

きる。 

・制御用コンピュータの

特徴について考察し，

説明ができる。 

 

 

・生産現場の自動化・省

力化・生産性の向上に

ついて理解できる。 

概要などに関心をも

ち，主体的に学習に取

り組んでいる。 

 

 

 

 

 

・各種エネルギー管理シ

ステムによる省エネ

ルギーに関心を持ち，

主体的に学習に取り

組む態度を身につけ

ている。 

第１０章 電気鉄道 

１節 

電気鉄道の特徴と方式 

 

２節 

鉄道線路 

 

 

３節 

電気車 

 

 

 

４節 

信号と保安 

 

 

 

 

 

 

５節 

特殊鉄道 

 

・電気鉄道の特徴と方式

および鉄道線路につ

いて理解できている。 

 

・軌道のこう配を千分率

（パーミル，‰）で表

現することができる。 

 

・電気車の分類，速度制

御，制動に関する知識

を身につけている。 

・電気ブレーキの原理を

理解できている。 

・電気車を安全に運行す

るための信号機や各

種の自動列車の制御

装置について理解で

きている。 

 

 

 

・特殊鉄道の概要につい

て理解できている。 

・磁気浮上方式には吸引

式と反発式があり，そ

れらについて図で説

明ができる。 

・電気鉄道の特徴と方式

について説明ができ

る。 

 

・緩和曲線，カント，ス

ラックなどの必要性

について考察し，説明

ができる。 

・電気車の速度制御法に

は電圧制御法，界磁制

御法，サイリスタ制御

法，インバータ制御法

があり，その動作につ

いて正しく説明する

ことができる。 

・インピーダンスボンド

の機能について考察

し，表現できる。 

・信号機のしくみについ

て考察し，説明でき

る。 

・リニアモータを用いた

磁気浮上方式鉄道の

実用化の進捗状況を

説明できる。 

・電気鉄道の特徴，電気

方式などに関心をも

ち，主体的に学習に取

り組んでいる。 

・軌道，電車線路などに

関心をもち，主体的に

学習に取り組んでい

る。 

・電気車の分類，電気回

路，集電装置，主電動

機，電気車の速度制御

などに関心をもち，主

体的に学習に取り組

んでいる。 

・信号と閉そく，インピ

ーダンスボンド，閉そ

く信号機のしくみ，自

動列車制御装置など

に関心をもち，主体的

に学習に取り組んで

いる。 

・案内軌道輸送システ

ム，リニアモータカ

ー，モノレールなどに

関心をもち，意欲的に

学習に取り組む態度

が身についている。 

第１１章 

さまざまな電力応用 

１節 

ヒートポンプ 

２節 

加熱調理器 

３節 

静電気現象の応用 

 

 

 

 

・ヒートポンプの原理を

理解し，エアコンにつ

いての知識を身につ

けている。           

・加熱調理器の仕組みに

ついて理解している。 

・静電気の発生とその応

用機器について理解

できる。 

・電気集じんは静電気の

クーロン力によって

実現できていること

・エアコンの原理につい

て考察し，それを的確

に表現できる。 

 

・電子レンジと電磁調理

器のしくみについて

説明できる。 

・静電気を利用した電気

集じん装置について

考察し，発表できる。 

 

 

・ヒートポンプやエアコ

ンなどのしくみに関

心をもち ,主体的に学

習に取り組んでいる。 

・電子レンジや電磁調理

器の加熱原理につい

て主体的に学習に取

り組んでいる。 

・静電気現象の応用など

に関心をもち，主体的

に学習に取り組んで

いる。 



 

４節 

超音波とその応用 

 

 

 

 

５節 

自動車への応用 

を説明できる。 

・超音波の性質，発生お

よび応用機器につい

て理解できる。 

・超音波のキャビテーシ

ョン効果による洗浄

について説明できる。 

・ハイブリット電気自動

車と燃料電池自動車

の特徴についての知

識を理解できる。 

・蓄電池の性能と充電方

法について理解でき

る。 

 

・超音波の性質を理解

し，洗浄について考察

し，それを発表でき

る。 

 

 

・電気自動車用の蓄電池

の性能について考察

し，それを発表でき

る。 

 

・超音波や超音波の応用

などに関心をもち，主

体的に学習に取り組

んでいる。 

 

 

・ハイブリッド電気自動

車，電気自動車，燃料

電池自動車などに関

心をもち，自ら学ぶ態

度が身についている。 

・１年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３つの観点をバランスよく総合的に判断し

て決定します。 

 

 
 
 
 
 
 
３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

 

４ 

第２章 送電 

３．送電と変電の運用 

・定電圧送電の原理や送電線路の故障対策・保護，お

よび省エネルギーを考慮した運用について理解させ

る。また，変電所の種類・設備の構成・機能などの

基本的事項について理解させる。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 
中
間
考
査 

 

５ 

第３章 配電 

１．配電系統の構成 

 

２．配電線路の電気的特  

  性 

・架空配電線路および地中配電線路の構成と特徴，配

電線路の保護・保安の基本的な内容について理解さ

せる。 

・配電線路の電圧調整，力率の改善およびこれに必要

なコンデンサ容量の算出など電気的特性について理

解させて，活用できる能力を育てる。 

 

○ 

 

○ 

  

 

 

○ 

6 

7 

 

第４章 屋内配線 

１．自家用電気設備 

・自家用受電設備の構成・設備の概要と関連する法規

を理解させ，保守・保安業務の要点を把握させる。 

○ ○ ○ 期
末
考
査 

  

第６章 照明 

１．光と放射エネルギー 

 

２．光の基本量と測定法 

 

 

・光の色，放射束などの基礎的な知識を習得させる。 

・LED照明の原理であるルミネセンスの発光原理を理 

解させる。 

・光のエネルギー，点光源と照度および面光源と輝度

に関する基本的事項を理解させ，また，光束や照度

測定の技能を習得させる。 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

２ 

学 

期 

 

８ 

９ 

３．光源 

 

４．照明設計 

 

 

・各種光源の原理，構造，特性，特徴などの基礎的知

識を習得させる。 

・適正な照明と省エネルギー照明に関しての基礎的知

識を理解させ，屋内全般の照明設計ができる技術を

習得させる。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

中
間
考
査 



 

 

第７章 電気加熱 

１．電熱の基礎 

２．各種の電熱装置 

 

３．電気溶接 

 

・電熱の発生や伝達に関する基本的事項，各種電熱用

材料の特性や特徴などの基礎的知識を習得させる。 

・各種電熱装置の原理，構造，特性，特徴などの基礎

的知識を習得させる。 

・電気溶接に関する基本的事項を理解させ，アーク溶

接や抵抗溶接の取り扱いができる知識を習得させ

る。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

１０ 

１１ 

 

 

 

第８章 電力の制御 

１．制御の概要 

 

 

 

２．シーケンス制御 

 

 

 

３．フィードバック制御 

 

 

 

４．コンピュータと制御 

 

 

５．制御の活用事例 

 

 

 

第１０章 電気鉄道 

１．電気鉄道の特徴と方

式 

２．鉄道線路 

３．電気車 

・制御と現代社会との関わりを理解させ，また，制御
の種類や構成の概要に関する基本的事項を習得させ
る。 

・入出力装置，各種センサ，各種アクチュエータの特

性，特徴などの基礎的知識を理解させ，取り扱い技

術を習得させる。 

・シーケンス制御に用いられる有接点制御機器，制御

系の図示方法，制御回路およびプログラマブルコン

トローラなどの基礎的知識を理解させ，取り扱い技

術を習得させる。 

・フィードバック制御系の構成や動作，伝達関数とブ

ロック線図，制御系の特性，安定判別と保障などに

関する基礎的知識を理解させ，取り扱いができるよ

うにする。 

・制御用コンピュータの種類と構成，入出力インタフ

ェースに関する基礎的知識を理解させ，その取り扱

い技術を習得させる。 

・自動化技術とエネルギー管理システムについて基礎

的知識を習得させる。 
                        
 
・電気鉄道の特徴，方式に関する基礎的知識を理解さ
せ，軌道，き電方式，架線方式や帰線などの基本的
事項，電気車の分類や電気回路，集電装置，主電動
機，電気車の速度制御および制動に関する基礎的知
識を習得させる。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

期
末
考
査 

 

 

１２ 

４．信号と保安 

 

 

５．特殊鉄道 

 

・信号と閉そく，インピーダンスボンド，信号機のし

くみ，自動列車制御装置に関する基礎的知識を習得

させる。 

・ケーブルカー，ロープウェー，モノレール，リニア

モータカーなどの特徴に関する基本的事項を理解さ

せる。 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

学
年
末
考
査 

３ 

学 

期 

 

１ 

第１１章 

 さまざまな電力応用 

１．ヒートポンプ 

２．加熱調理器 

３．静電気現象の応用 

４．超音波とその応用 

・エアコンのしくみはヒートポンプの原理を利用して

いることを理解させる。 

・加熱調理器のうち電子レンジと電磁調理器を取り上

げ，その原理を理解させる。 

・静電気現象の応用では，静電気の発生原理を理解さ

せ，その応用として超音波溶接や超音波探傷器を取

り上げ，その原理を理解させる。 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

2 

 

 

５．自動車への応用 ・自動車への応用では，ハイブリッド自動車・電気自

動車・燃料電池自動車を取り上げ，そのしくみに関

する基礎的知識を理解させ，活用方法を習得させ

る。 

○  ○ 



 

シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 電子技術  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 ３ 学科・学年 電気工学科・３年 

使用教科書 電子技術（実教出版） 

副教材等 授業プリント（MetaMoJi等） デジタルコンテンツ、ビデオ教材、実物教材等 

 
 

 

「 電子技術 」の到達目標は 
 

  

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，電子技術を活用した

工業生産に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

（1） 電子技術について半導体や電子回路と電子機器との関係を踏まえて理解するとともに，関連する技

術を身に付けるようにする。 

（2） 電子技術に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決

する力を養う。 

（3） 電子技術を活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
観
点
の
趣
旨 

 科目「電気回路」の知識を基

本にして，電子技術に関連す

る知識を身につけている。 

 測定器などの取り扱いかた

や有効的な利用法を知って

いる。 

 測定対象から，適切な測定器

と測定回路を組み合わせる

ことができる技能を有して

いる。 

 新技術は基礎技術の積み重ね

で成立していることを理解

し，その有用性を考察できる。 

 必要な資料を選択して調査を

行い，電子技術に関する内容

を，数式やグラフによる表現

を活用して整理し，報告書を

作成できる。 

 電子のふるまいを利用した

電子技術に関心をもち，積極

的に基礎技術を学んで新し

い技術を習得する意欲をも

つ。 

評
価
の
方
法 

・定期考査（年５回実施） 

（知識・理解を問う設問） 

・長期休業中における課題と 

宿題テスト 

・小テスト 

・確認プリント 

・ワークシート 

・授業ノート 

・成果物 

（提出された課題の内容、 

 実験結果等） 

・授業時の発言 

・確認プリントやワークシート、

授業ノートの記述内容 

・定期考査、小テスト、宿題テス

ト 

（思考・判断・表現を問う） 

・成果物 

（授業ノート、授業プリント、 

 レポート内容） 

 

 

 

・出席状況 

・授業準備 

（必要な持ち物、事前課題 

 提出等） 

・授業態度 

（言葉遣い、挙手、取組状況

等） 

・成果物 

（レポート提出、課題提出、 

 授業ノート、授業プリント 

 等） 

・生徒自己評価 

・生徒相互評価 

  



２．評価の規準（及び年間の評定） 

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

第１章 半導体素子 

 

 １節 原子と電子 

 

 ２節 半導体 

 

 ３節 ダイオード 

 

 ４節 トランジスタ 

 

 ５節 電界効果 

トランジスタ（FET） 

 ６節 集積回路（IC） 

 

 ７節 発光素子と 

受光素子 

●原子構造と自由電子，正孔の

関係が理解できる。 

●ダイオードの整流作用およ

びトランジスタの増幅作用

について理解している。 

●接合形 FET および MOS 

FET の動作原理が理解でき

る。 

●集積回路の分類についての

知識を身につけている。 

●受光素子や発光素子の機能

についての知識を身につけ

ている。 

●半導体の共有結合にエ

ネルギーが与えられた

とき，自由電子と正孔

が生じることを考察で

きる。 

●ダイオードが整流作用

をもつことについて考

察できるとともに，そ

の特性をグラフを利用

して表現できる。 

●定電圧ダイオード，可

変容量ダイオードの用

途について説明でき

る。 

●トランジスタが増幅作

用をもつことを，直流

電流増幅率から考察し

説明できる。 

●原子を構成する原

子核と電子，自由電

子と正孔，半導体の

種類とキャリヤ，ダ

イオードの整流作

用と特性，種類，ト

ランジスタの増幅

作用と直流電流増

幅率，電界効果トラ

ンジスタの種類と

動作原理，特性，集

積回路を構成する

素子の数，構造のち

がいなどについて

関心をもち，意欲的

に学習に取り組み，

学習態度は真剣で

ある。 

第２章 アナログ回路 

 

 １節 増幅回路の 

基礎 

 ２節 FET を用いた 

増幅回路の基礎 

 ３節 いろいろな 

増幅回路 

 ４節 発振回路 

 

 ５節 変調回路と 

復調回路 

 ６節 直流電源回路 

●基本増幅回路，バイアス回

路，負帰還増幅回路，演算増

幅回路などについて理解で

きる。 

●発振回路の原理を理解し，

LC 発振回路・CR発振回路・

水晶発振回路の構成や発振

周波数についての知識を身

につけている。 

●変調回路と復調回路の概要

について理解できる。 

●直流電源回路の構成と各回

路の働きが理解できる。 

●増幅回路の周波数特性

が，周波数の低域およ

び高域で低下すること

を考察できる。 

●バイアス回路につい

て，接合形FETとMOS 

FET の違いを説明でき

る。 

●負帰還増幅回路におい

て，負帰還による利得

の低下と帯域幅の拡大

が考察できる。 

●発振回路の原理をハウ

リング現象を用いて類

推できる。 

●変調と復調の原理につ

いて，トラックと荷物

のたとえから類推でき

る。 

●平滑回路の C の大きさ

により，その出力波形

が変わることを考察で

きる。 

●直列制御方式とスイッ

チングレギュレータ方

式の電圧安定化回路の

特徴の違いを説明でき

る。 

●増幅回路に関心を

もち，各種増幅回路

の構成や動作原理

について意欲的に

学習に取り組んで

いる。 

●発振回路，変調回

路，復調回路の構成

や動作原理に関心

をもち，意欲的に学

習に取り組み，学習

態度は真剣である。 

●変圧回路，整流回

路，平滑回路，電圧

安定化回路に関心

をもち，それらの機

能を理解しようと

する。 

●直列制御方式とス

イッチングレギュ

レータ方式の電圧

安定化回路の特徴

の違いに関心をも

ち，意欲的に学習に

取り組み，学習態度

は真剣である。 

第３章 ディジタル 

回路 

 

●基本論理回路の働き，図記

号，論理式，真理値表などが

理解できる。 

●排他的論理和回路の真

理値表を基本論理回路

の働きから考察でき

●AND，OR，NOT，

NAND，NORなど

の基本論理回路や



 １節 論理回路 

 

 ２節 パルス回路 

 

 ３節 アナログ- 

ディジタル変換器 

●各種マルチバイブレータお

よび各種フリップフロップ

の動作原理を理解し，それら

の用途に関する知識を身に

つけている。 

●A-D 変換と D-A 変換の基

本的な動作原理を理解する

とともに，回路の構成に関す

る知識を身につけている。 

る。 

●IC を用いた非安定マル

チバイブレータ，単安

定マルチバイブレー

タ，フリップフロップ

の動作原理を考察でき

る。 

●クリッパ・リミタ・スラ

イサの入力波形に対す

る出力波形を考察でき

る。 

●A-D 変換における標本

化，量子化，符号化の考

えかたを考察できる。 

●A-D 変換回路の構成か

ら，変換時間や量子化

の幅などの具体的な数

値を求める方法を説明

できる。 

排他的論理和回路

および非安定・単安

定マルチバイブレ

ータ，各種フリップ

フロップ，波形整形

回路，アナログ-デ

ィジタル変換器な

どに関心をもち，意

欲的に学習に取り

組み，学習態度は真

剣である。 

●カウンタなどのデ

ィジタル回路を製

作し，動作を理解す

ることなどに関心

をもち，意欲的に学

習に取り組み，学習

態度は真剣である。 

第４章 通信システム

の基礎 

 

 １節 有線通信 

システム 

 ２節 無線通信 

システム 

 ３節 データ通信 

システム 

 ４節 画像通信 

 

 ５節 通信関係法規 

●電話機と電話交換，通信線

路，通信の多重化の概要につ

いて理解している。 

●電波，アンテナ，無線送受信

機などの概要について理解

している。 

●AM 受信機や FM 受信機の

内部を観察し，高周波増幅回

路や低周波増幅回路などの

動作を確認する技能を習得

している。 

●データ伝送，ディジタルデー

タの交換，コンピュータを用

いた通信などの基本的な知

識が身についている。 

●校内 LAN などを利用した

データ通信を観察し，IP ア

ドレスやドメインなどを調

査することができる。 

●ファクシミリの原理および

主走査と副走査の関連，デー

タ圧縮などについて理解で

きる。 

●ディジタルテレビジョンの

送信と受信，画面の構成，信

号の伝送方式，特徴などにつ

いて理解できる。 

●データ圧縮技術の概要とデ

ータの符号化・復号化ついて

理解できる。 

●通信関係の各法規について，

その目的を理解し，各法規の

概要に関する知識が身につ

いている。 

●自動交換機をもつ電話

局として，特定中継局

（SZC）から加入者交

換局（GC）までの電話

網について考察し，報

告書にまとめることが

できる。 

●光ファイバの光はコア

とクラッドの境界で全

反射を繰り返して伝搬

することを光の性質か

ら類推できる。 

●電波伝搬の形態が電離

層などとの関連で類推

できる。 

●データ通信におけるデ

ータ通信速度と変調速

度の違いやパケット交

換の特徴などについて

考察できる。 

●ファクシミリの発達の

過程（G1，G2，G3，

G4機）を調査して報告

書にまとめたり，発表

したりできる。 

●ディジタルテレビジョ

ンの送受信に利用され

ているシステムや符号

化・変調・復号化などの

技術について考察でき

る。 

●電話機の原理，電話

交換の考えかたと

自動交換，通信線

路，伝送理論，通信

の多重化，光通信に

関心をもち，また電

波とアンテナ，移動

通信（携帯電話），

マイクロ波通信，衛

星通信，衛星放送，

無線送受信機など

に関心をもち，意欲

的に学習に取り組

み，学習態度は真剣

である。 

●データ伝送の種類，

交換方式，コンピュ

ータによるネット

ワークなどに関心

をもち，意欲的に学

習に取り組み，学習

態度は真剣である。 

●ファクシミリやテ

レビジョンの原理，

基本構成および伝

送方式に関心をも

ち，意欲的に学習に

取り組み，学習態度

は真剣である。 

●通信関係の法規に

関心をもち，意欲的

に学習に取り組み，

学習態度は真剣で

ある。 



第５章 音響・映像 

機器の基礎 

 

 １節 音響機器 

 ２節 映像機器 

●音圧と音圧レベル，音速と音

波の波長，振動数の関係につ

いて理解できる。 

●マイクロホンやスピーカに

ついて，その種類と特性およ

び動作原理などを理解でき

る。 

●各種のマイクロホンの構造

を観察し，出力電圧から電圧

感度を求める技能を習得し

ている。 

●音響装置として，オーディオ

アンプ，CDプレーヤ，携帯

型音楽プレーヤなどの概要

について理解できる。 

●ディジタルカメラやビデオ

レコーダの種類と構成につ

いて理解できる。 

●CD，DVD，BDなどの光メ

ディアを比較して観察し，資

料を調査して，外観や特性な

どの違いを検討することが

できる。 

●各種ディスプレイ装置やタ

ッチパネルの特性を把握し，

動作原理について理解でき

る。 

●その他の画像機器について，

動作原理や特徴について理

解できる。 

●音の大きさの等感曲線

において，周波数と音

圧レベルの関係や音圧

レベルと音の大きさの

レベルの違いを考察で

きる。 

●バフル板の働きとスピ

ーカキャビネットの関

係を空気圧のまわり込

みの視点によって考察

できる。また，ツイー

タ，スコーカ，ウーファ

を用いた 3 ウェイスピ

ーカ方式の周波数特性

について個々のスピー

カ特性の合成によるこ

とが考察できる。 

●比視感度曲線におい

て，光の波長と色彩の

関係を考察し，色を再

現するための方法を光

の三原色から類推する

ことができる。 

●受像装置である液晶デ

ィスプレイ，有機 ELデ

ィスプレイなどの受像

画面を観察し，比較・検

討した結果を説明でき

る。 

●音の伝わりかた，音

の単位，人間の聴

覚，音の大きさのレ

ベルなどに関心を

もち，意欲的に学習

に取り組もうとす

る。 

●マイクロホンの種

類と特性，スピーカ

の種類と特性，スピ

ーカシステムなど

に関心をもち，意欲

的に学習に取り組

む。 

●オーディオアンプ，

CDプレーヤ，携帯

型音楽プレーヤな

どに関心をもち，意

欲的に学習に取り

組み，学習態度は真

剣である。 

●ディジタルカメラ，

ビデオレコーダ，デ

ィスプレイ装置，タ

ッチパネル，その他

の画像機器などに

関心をもち，意欲的

に学習に取り組み，

学習態度は真剣で

ある。 

第６章 電子計測の 

基礎 

 

 １節 高周波計測 

 ２節 電子計測器 

 ３節 センサによる 

計測 

●高周波基本計測においては，

表皮効果，漂遊容量，漂遊イ

ンダクタンスは重要な要素

であることが理解できる。 

●高周波における電流・電圧・

電力・インピーダンスの測定

原理が理解できる。 

●熱電電流計によって高周波

電流を測定し，検波増幅形電

子電圧計や増幅検波形電子

電圧計で高周波電圧を測定

する技能が習得されている。 

●ディジタルマルチメータや

ディジタルオシロスコープ

などの電子計測器の原理や

特徴などが理解でき，計測に

応用するさいの知識が身に

ついている。 

●ディジタルマルチメータで

直流・交流の電圧，電流，抵

抗などを測定し，ディジタル

周波数計で周波数を測定す

る技能が習得されている。 

●導体に高周波電流が流

れると，磁束鎖交数の

関係で表皮部分に多く

の電流が流れ，コイル

に高周波電流が流れる

と電線間に漂遊容量が

現れ，また漂遊インダ

クタンスが現れること

について考察できる。 

●高周波電流の測定にお

いて可動鉄片形，熱電

形，整流形電流計の表

示を比較し，適切な電

流計の選択を考察でき

る。 

●波形の観測にはディジ

タルオシロスコープが

適切であることを説明

でき，観察された波形

から信号の周波数や周

期との関連を考察し，

数式により表現でき

る。 

●高周波による現象

としての表皮効果，

漂遊容量，漂遊イン

ダクタンスについ

て，また，高周波電

流，高周波電圧，高

周波電力，高周波イ

ンピーダンスの測

定について関心を

もち，意欲的に学習

に取り組もうとす

る。 

●ディジタルマルチ

メータ，ディジタル

周波数計，ディジタ

ルオシロスコープ

などに関心をもち，

位置センサや光電

式回転計など，各種

センサを用いた応

用計測についても

意欲的に学習に取

り組み，学習態度は



●ディジタルオシロスコープ

で各種波形を観測する技能

が習得されている。 

●応用計測（位置・回転数・磁

気・温度・圧力など）の基本

構成および各種センサと応

用計測の概要について理解

できる。 

真剣である。 

・1年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点の内、特に知識・技術の観点を重き

において総合的に判断し決定します。 

 
 
 
 
３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 
学 

期 

４ 第１章 半導体素子 
 １．原子と電子 
 
 ２．半導体 
 
 ３．ダイオード 
 
 
 ４．トランジスタ 
 
 ５．電界効果 
トランジスタ（FET） 

 

 
・原子の構造，自由電子，正孔，共有結合，キャリヤに
ついて理解させる。 

・半導体を抵抗率によって定義し，シリコンなどの半導
体の種類にn形，p形があることを理解させる。 

・ダイオードの整流作用と特性について理解させる。 
・定電圧ダイオード，可変容量ダイオードについて理解
させる。 

・バイポーラトランジスタの基本的な動作・直流電流増
幅率と最大定格などについて理解させる。 

・接合形FETとMOS FETの動作原理および特性につい
て理解させる。 

 

 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
 

 

中
間
考
査 

                              

２
学
期
中
間
考
査 

      
２
学
期
期
末
考
査 

５  ６．集積回路（IC） 
 
 ７．発光素子と受光素子 
 
 
 
第２章 アナログ回路 
 １．増幅回路の基礎 
 
 
 ２．FETを用いた 

増幅回路の基礎 
 

・ICの分類（素子数・構造・機能・外形）について理解
させる。 

・発光素子と受光素子，ホトカプラ，ホトインタラプタ
について理解させる。 

 
 
 
・トランジスタを用いた基本増幅回路，バイアス回路，
静特性と増幅回路の動作，増幅度と周波数特性， 
hパラメータと等価回路などについて理解させる。 

・FETを用いた基本増幅回路，バイアス回路， 
相互コンダクタンス，等価回路などについて理解させ
る。 

 

○ 
 
○ 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 

○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

６ 

 

 ３．いろいろな増幅回路 
 
 
 ４．発振回路 
 
 ５．変調回路と復調回路 
 
 
 ６．直流電源回路 
 
 
 
 

・負帰還増幅回路，FET増幅回路，演算増幅回路， 
電力増幅回路，高周波増幅回路などについて理解させ
る。 

・発振とは何か，発振させるための条件，LC発振回路，
CR発振回路，水晶発振回路などについて理解させる 

・変調とは何か，復調とは何か，振幅変調と周波数変調
それぞれの変調波形や変復調回路について理解させ
る。 

・変圧回路，整流回路，平滑回路，直列制御方式と 
スイッチングレギュレータ方式の電圧安定化回路に
ついて理解させる。 

 
 

○ 
 
 
○ 
 
○ 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 

○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
○ 

期
末
考
査 



 

７ 第３章 ディジタル回路 
 １．ディジタル回路 

 
・AND回路，OR回路，NOT回路，NAND回路， 

NOR回路の機能，論理式，図記号，真理値表などに 
ついて理解させる。また，各種フリップフロップ， 
ディジタルICについて理解させる。 

 

 
○ 

 
 

 
○ 

２ 

学 

期 

８  ２．パルス回路 ・パルス波形の各部の名称と，クリッパ・リミタ・スラ
イサの波形整形回路および各種マルチバイブレータ
について理解させる。 

 

○ ○  

９  ３．アナログ-ディジタル 
   変換器 
 
 
 
第４章 通信システム 

の基礎 
 １．有線通信システム 
 
 
 ２．無線通信システム 

・D-A変換器の原理と種類を理解させるとともに，はし
ご形D-A変換器では等価回路の考え方を理解させる。 

・A-D変換器の原理と種類，基本的な構成，用語などを
理解させる。 

 
 
 
・電話機の原理と種類，電話の手動交換と自動交換，通
信線路，伝送理論，通信の多重化と光通信などについ
て理解させる。 

・電波とアンテナ，携帯電話，マイクロ波通信，衛星通
信，衛星放送，無線送信機と無線受信機などについて
理解させる。 

 

○ 
 
○ 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 

○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
○ 

中
間
考
査 

10  ３．データ通信システム 
 
 ４．画像通信 
 
 
 ５．通信関係法規 
 
 
 
 

・データ伝送，ディジタルデータ交換，コンピュータを
用いた通信などについて理解させる。 

・ファクシミリの原理とデータ圧縮，テレビジョンの原
理と放送システム，およびテレビジョン信号の送受信
と圧縮について理解させる。 

・有線電気通信法，電波法，電気通信事業法，電気通信
事業法施行令，工事担任者規則，放送法などの目的に
ついて理解させる。 

○ 
 
○ 
 
 
○ 

 
 
○ 
 

○ 
 
 
 
 
○ 

11 第５章 音響・映像機器の 
    基礎 
 １．音響機器 

 
 
・音波と聴覚の性質を踏まえ，各種マイクロホンとスピ
ーカの構造・動作原理・周波数特性などについて理解
させる。また，オーディオアンプとCDプレーヤの構成
と役割などについて理解させる。 

 

 
 
○ 

 
 
 

 
 
○ 

期
末
考
査 

12  ２．映像機器 
 
 
 
 
 
 

・光と視覚の性質を踏まえ，ディジタルカメラとビデオ
レコーダの構成と役割，DVDメディアとBDメディア
の構造と種類について理解させる。また，各種ディス
プレイとタッチパネル，イメージスキャナ，プリンタ
の原理について理解させる。 

 
 

○  ○ 

３ 

学 

期 

１ 第６章 電子計測の基礎 
 １．高周波計測 
 
 ２．電子計測器 

 
・表皮効果・漂遊容量・漂遊インダクタンスについて理
解させる。 

・高周波電流，高周波電圧，高周波電力，高周波インピ
ーダンスの測定について理解させる。 

・ディジタルマルチメータ，ディジタル周波数計，ディ
ジタルオシロスコープなどについて理解させる。 

 

 
 
 
○ 
 
○ 

 
○ 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
○ 

学
年
末
考
査 

２ 

 

 ３．センサによる計測 ・各種センサの原理や特性などについて理解させる。 ○  ○ 



シラバス                                         岐阜県立高山工業高等学校 
 

 通信技術  

 

 
 

教   科 工 業 単位数 ３ 学科・学年 電気工学科・３年 

使用教科書  通信技術（実教出版） 

副教材等  配布プリント 工事担任者デジタル通信実戦問題 

 
 

 

「通信技術」の到達目標は 
 

  

・通信技術に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

・習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

 

１．評価の観点の趣旨と方法 

 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

 

・科目「電気回路」の知識を基

本にして、通信技術に関連す

る知識を身につけている 

 

・測定器などの取扱い方や有効

的な利用法を知っている。 

 

 

・新技術は基礎技術の積み重ね

で成立していることを理解

し、その有用性を考察するこ

とができている。 

・有線・無線を利用した通信技

術に関心をもち、積極的に基

礎技術を学んで新しい技術

を習得する意欲を身につけ

ている。 

評

価

の

方

法 

・定期考査（年５回実施） 

（知識・理解を問う設問） 

・小テスト 

・確認プリント 

・ワークシート 

・授業ノート 

・成果物（提出された課題の内

容、実験結果等） 

・授業時の発言 

・確認プリントやワークシート、

授業ノートの記述内容 

・定期考査、小テスト、宿題テス

ト（思考・判断・表現を問う） 

・成果物（授業ノート、授業プリ

ント、レポート内容） 

 

 

 

・出席状況 

・授業準備（必要な持ち物、事

前課題提出等） 

・授業態度（言葉遣い、挙手、

取組状況等） 

・成果物（レポート提出、課題

提出、授業ノート、授業プリ

ント等） 

・生徒自己評価 

・生徒相互評価 

  



２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

第１章 有線通信 

 

１節 コンピュータ 

ネットワーク 

 

２節 電話機 

 

３節 IP電話網と交換 

 

４節 光信号の多重化 

 

５節 拠点間回線とア

クセス回線 

 

６節 オンラインシス

テムによるデータ通信 

 

７節 有線通信の伝送

路 

・データ通信の基本を理

解し，コンピュータネッ

トワークの構築に必要

な知識を身につけてい

る。 

・コンピュータネットワ

ークにおけるパケット

伝送について理解し，プ

ロトコルやネットワー

クアーキテクチャに関

する知識を身につけて

いる。 

・各種電話機の構成と機

能などについて理解し

ている。 

・電話網として，回線交換

方式とパケット交換方

式の違いを理解し，IP電

話網のしくみを理解し

ている。 

・A-D変換および D-A変

換の原理について理解

し，標本化定理に基づく

アナログ信号の標本化

について理解している。 

・各種の通信ケーブルの

構造や特徴に関する知

識を身につけている。 

・電気通信回線において，

伝送量の意味と計算法

を理解している。 

・データ通信の特徴を考

察し，コンピュータネ

ットワークにおけるプ

ロトコルの相違を判断

できる。 

・TCP/IP 階層モデルに

おける各層の働きを代

表的なプロトコルと対

応させて考察できる。 

・各種の変調方式を比較

し，伝送速度や特徴な

どについて調査し，レ

ポートを作成したり，

発表したりすることが

できる。 

・伝送路の特徴から伝送

する信号に適するケー

ブルを類推し，考察で

きる。 

・データ通信やコンピュ

ータネットワークおよ

び伝送路の構成などに

ついて関心をもってい

る。 

・電話回線網がどのよう

な考え方で構築される

かについて関心をもっ

ている。 

・IP 電話がどのようなし

くみで動作するかにつ

いて関心をもってい

る。 

・アナログ信号をディジ

タル信号に変換する

A-D変換や，その逆の

D-A 変換などについ

て関心をもっている。 

・有線通信について意欲

的に学習に取り組み，

学習態度は真面目であ

る。 

第３章 画像通信 

１節 マルチメディア

のセキュリティ技術 

 

・DVD のコピーなどにつ

いて，技術的にコピーで

きないことと，著作権上

コピーしてはならない

場合があることを区別

して理解している。 

 

・インターネットなどに

おいて，セキュリティ

技術がどのように応用

されているかについて

調査し，まとめること

ができる。 

・暗号の重要性と各種の

暗号方式について関心

をもっている。 

・インターネットなどに

おいて，暗号がどのよ

うに応用されているか

について関心をもって

いる。 

第５章 通信関連法規 

１節 通信と法規 

 

２節 通信に関連する

法規 

 

３節 電気通信事業に

関連する法規 

 

４節 その他の法規 

・有線通信における各種

法規の概要について理

解している。 

・無線通信における各種

法規の概要について理

解している。 

・不正アクセス禁止法や

国際電気通信連合憲章

などの概要について理

解している。 

・法規の目的から，その

法規が制定された理由

を考察できる。 

・技術の発展や社会情勢

の変化にともない，法

規の条文が改正される

ことを考察できる。 

・教科書に記述されてい

ない通信関連法規を調

査し，その概要をレポ

・通信関連法規の目的

や，複数の法規がどの

ように関連しているか

について関心をもって

いる。 

・社会生活と通信関連法

規とのかかわりなどに

ついて関心をもってい

る。 

・通信関連法規について



・法規に基づき，違法な通

信設備や不正なアクセ

スなどの行為を認識し，

問題点を指摘できる知

識を修得している。 

ートにまとめることが

できる。 

意欲的に学習に取り組

み，学習態度は真面目

である。 

第２章 無線通信 

 

１節 無線通信のしく

み 

 

２節 アンテナ 

 

４節 移動通信 

 

５節 衛星を利用した

通信システム 

 

６節 無線通信の応用 

・各種の電離層における

電波の伝わり方が周波

数によって異なること

を理解している。 

・各種アンテナの原理や

指向性などの性質を理

解している。 

・チャレンジ「アンテナを

製作して地上ディジタ

ル放送をみよう」を参考

にして，実際のアンテナ

を製作する知識と技術

を修得している。 

・無線機器の構成と回路

の機能を理解している。 

・移動通信における多元

接続の種類と原理につ

いて理解している。 

・通信衛星・放送衛星およ

びGPSなどについて理

解している。 

・レーダや電波時計の原

理について理解してい

る。 

・無線ネットワークの種

類やそれぞれの特徴に

ついて理解している。 

・チャレンジ「LEDを使っ

て，音楽を伝送してみよ

う」を参考にして，実際

の伝送回路を製作する

知識と技術を修得して

いる。 

・電磁波の分類から電波

と赤外線や可視光など

との類似性が認識で

き，光通信の可能性を

考察できる。 

・電波の伝わり方から無

線通信に適する周波数

帯が考察できる。 

・電波はどのような性質

をもち，教科書に記述

されている内容以外に

どのように利用されて

いるかを調査し，レポ

ートにまとめることが

できる。 

・各種アンテナの形状と

性質および利用例など

を比較しながら説明す

ることができる。 

・無線機器の構成をブロ

ック図で表し，説明す

ることができる。 

・AM 受信機と FM 受信

機の機能を比較し，そ

れぞれの特徴を考察で

きる。 

・携帯電話のネットワー

クが具備すべき条件を

考察できる。 

・各種の多次元接続を比

較し，それぞれの考え

方の相違を考察でき

る。 

・通信衛星の種類や用途

を比較し，軌道や通信

方式について考察でき

る。 

・電波とは何か，どのよ

うに伝わるのかなどに

ついて関心をもってい

る。 

・アンテナの働きと種類

について関心をもって

いる。 

・送信機・受信機はどの

ように構成され，衛星

通信・衛星放送システ

ムはどのように構築さ

れているかなどについ

て関心をもっている。 

・無線通信について意欲

的に学習に取り組み，

学習態度は真面目であ

る。 

・1年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、３観点の内、特に知識・技術の観点を重き

において総合的に判断し決定します。 

 
  



３．学習の計画と評価の観点 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の観点 

考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 第第１章 有線通信 

１．コンピュータネット

ワーク 

・コンピュータネットワークのしくみと標準化された
プロトコルについて理解させる。 
・LANの構成やLAN相互の接続について理解させる。 
・IPパケットの伝送やインターネットによるWeb閲覧

のしくみについて理解させる。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 中
間
考
査 

５ ２．電話機 

３．IP電話網と交換 

 

４．光信号の多重化 

・電話機の構造や機能を理解させる。 
・電話網の基本的な構成について理解させる。 
・A-D変換とD-A変換について理解させる。 

・多重化の必要性とその方法について理解させる。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

６ 

7 

５．拠点間回線とアクセ

ス回線 

 

６．オンラインシステム 

によるデータ通信 

 

 

７．有線通信の伝送路 

・拠点間回線の種類とその特徴について理解させる。 
・アクセス回線の種類とその用途について理解させ

る。 
・データ通信システムの構成と，伝送制御手順や伝送
方式について理解させる。 

・ディジタル変調方式のしくみについて理解させる。 
・変調速度やデータ信号速度の計算をすることができ

る。 
・通信ケーブルの種類について理解させる。 
・電気通信回線における，相対レベルと絶対レベルの
伝送量の計算をすることができる。 

・通信ケーブルを接続する技術について理解させる。 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

期
末
考
査 

２ 
学 

期 

          

８ 第３章 画像通信 

１．マルチメディアのセキ

ュリティ技術 

・暗号の重要性と各種の暗号方式について理解させ
る。 

・インターネットなどにおいて，暗号がどのように応

用されているかについて理解させる。 

○ 

 

○ 

  ○ 

 

○ 
中
間
考
査 

９ 第５章 通信関連法規 

１．通信と法規 

２．通信に関連する法規 

・通信法規の意義と体系を理解させる。 

・有線電気通信法とそれに関連した法規の概要を理解

させる。 

・電波法とそれに関連した法規の概要を理解させる。 

○ 
○ 
 
○ 

○   

１０ ３．電気通信事業に関連

する法規 

４．その他の法規 

・電気通信事業法とそれに関連した法規の概要を理解

させる。 

・セキュリティに関連する法規の概要を理解させる。 

○ 

 

○ 

  ○ 

 

○ 

期
末
考
査 

１１ 

１２ 

第２章 無線通信 

１．無線通信のしくみ 

 

 

２．アンテナ 

・無線通信の特徴を理解させる。 

・周波数，波長，電界強度など電波についての基本的

知識を習得させる。 

・電離層の働きや電波障害について理解させる。 

・半波長ダイポールアンテナの原理と構造を理解させ

る。 

・アンテナの種類と利得や指向性などの特性について

理解させる。 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

〇 



 
 

３ 

学 

期 

１ 

2 

 

４．移動通信 

５．衛星を利用した通信

システム 

６．無線通信の応用 

・携帯電話システムの概要について理解させる。 

・多元接続の技術を理解させる。 

・通信衛星の軌道，衛星通信の通信方式，衛星放送シ

ステムなどについて理解させる。 

・レーダなど無線を応用したシステムの概要を理解さ

せる。 

・無線ネットワークの種類やそれぞれの特徴について

理解させる。 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

学
年
末
考
査 



シラバス 岐阜県立高山工業高等学校 

デザイン実践 

教 科 工業 単位数 ３ 学科・学年 各工学科 共通選択 ３年 

使用教科書 デザイン実践（実教出版）

副教材等 教員が作成したプリント等 

「デザイン実践」の到達目標は 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、社会や生 

活における諸課題をデザインによって解決することに必要な資質・能力を育成する。 

⑴ デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に着けるよう

にする。

⑵ デザインにより解決できる課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき構想を立てて解決する

力を養う。

⑶ デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的

かつ協動的に取り組む態度を養う。

１．評価の観点の趣旨と方法 

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評

価

の

観

点

の

趣

旨 

安心安全で快適な生活環境

を構築し改善するために、デザ

インについて社会や生活との

関係を踏まえて理解するとと

もに、ものつせくりにおける

様々な状況に対応できる技術

を身に着けているか。

デザインにより解決できる課

題を見出し、単に表面的なデザ

イン性だけを優先するのではな

く、デザインが社会や生活に与

える影響に対して責任を持ち、

科学的な根拠に基づき構想を立

て解決する力を身に着けてい

る。

デザインによる豊かで快適

な生活空間を構築する力の向

上を目指し、人々が求めている

ものや社会の動向の情報を基

にした機能を製品化する方法

について自ら学ぶ態度態度や、 

工業の発展に主体的かつ協動

的に取り組む態度を身につけ

ている。 

評

価

の

方

法 

・年間５回の定期考査

・小テスト

・課題の状況

・年間５回の定期考査

・小テスト

・発言や課題に創意工夫状況

・出席状況

・授業準備（必要な持ち物、事

前課題提出等）

・授業態度（身だしなみ、言葉

遣い、挙手、取組状況等）

・成果物（レポート提出、課題

提出、授業ノート、授業プリ

ント等）



 
 
 
２．評価の規準（及び年間の評定）  

内容のまとまり(単元) 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

第 1 章工業におけるデ

ザイン 

 

デザインの概要 

工業デザインの概要 

工業製品の企画と計画 

ニーズとデザイン 

 

デザイン実践の概念

について、工業的な考え

方や見方をとらえて、デ

ザインの社会や生活、工

業生産との関係を踏ま

えて理解することがで

きる。 

デザイン実践の工業

的な考え方や見方を働

かせて、デザインについ

て課題を見つけ、解決に

向けて考え、工夫するこ

とができる。 

工業デザインについ

て自ら学び、主体的、協

働的に取り組むことが

できる。 

第 2 章デザインと創造

活動 

 

デザインの領域やプロ

セス 

形態観察・表示・表現

平面構成・立体構成 

色彩 

デザイン実践につい

て、工業的な考え方や見

方をとらえて、デザイン

の観察や表示、立体構成

や平面構成、色彩につい

て理解し、技術をみにつ

けることができる。 

デザイン実践の工業

的な考え方や見方を働

かせて、デザインについ

て創造活動やプロセス

を、解決に向けて考え、

工夫することができる。 

観察と表示、色彩など

の創造活動について自

ら学び、主体的、協働的

に取り組むことができ

る。 

第 3 章 

ビジュアルデザイン概

要 

 

ビジュアルデザイン 

グラフィクデザイン 

パッケージデザイン 

 

 

デザイン実践につい

て、工業的な考え方や

見方をとらえて、ビジ

ュアルやグラフィク、

パッケージなどのデザ

インについて理解する

ことができる。 

デザイン実践の工業

的な考え方や見方を働

かせて、ビジュアルデザ

インについて課題を見

つけ、解決に向けて考

え。工夫して表現するこ

とができる。 

グラフィクデザイン

やパッケージデザイン

について自ら学び、主

体的、協働的に取り組

むことができる。 

第 4 章 

プロダクトデザイン概

要 

 

プロダクトデザイン 

インダストリアル 

デザイン・テキスタイ

ルデザイン 

工芸デザイン 

 

デザイン実践につい

て、工業的な考え方や見

方をとらえて、プロダク

トやインダストリアル

のデザインについて理

解することができる。 

デザイン実践の概念

について、工業的な考え

方や見方をとらえて、プ

ロダクトデザインにつ

いて課題を見つけ、解決

に向けて考え。工夫する

ことができる。 

プロダクトデザイン

デザインについて自ら

学び、主体的、協働的に

取り組むことができる。 

第 5 章 

環境デザイン 

 

住空間のデザイン 

公共空間のデザイン 

都市空間のデザイン 

 

 

デザイン実践につい

て、工業的な考え方や見

方を働かせて、環境や空

間のデザインについて

理解することができる。 

デザイン実践の概念

について、工業的な考え

方や見方をとらえて、環

境デザインについて課

題を見つけ、解決に向け

て考え。工夫することが

できる。 

環境デザインについ

て空間のデザイン等、自

ら学び、主体的、協働的

に取り組むことができ

る。 

1 年間の評定は、１学期・２学期・３学期の年間を通じて、知識・技能（技術）を重視し総合的に判断し

て決定します。 

 



３．学習の計画と評価の観点 

 

学
期 

月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

評価の 

観点 
考
査
範
囲 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

主 

１ 

学 

期 

４ 工業におけるデザイン 

 

デザインの概要 

工業デザインの発想、企画、開発、計画、市場投入広報

等、様々なデザイン開発や方法、生産業務管理などの解説

をして学び理解する。 

〇 〇 〇 

１
学
期
中
間
考
査 

５ 工業におけるデザイン 

 

工業製品の企画と計画 

 

ニーズとデザイン 

販売市場の意義と要素、市場調査、製品企画、宣伝企画

など、具体的な事例を取り上げて学習して学び理解す

る。。 

〇 

 

 

〇 〇 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

デザインと創造活動概要 

 

 

デザインの領域やプロセ

ス 

 

デザインの意義と要素、創造の意義と手法などについて

学び理解する。 

 

デザインの領域やプロセスなどについて基本を学び理解す

る。 

 

〇 〇 〇 

１
学
期
期
末
考
査 

形態観察・表示・表現平 

 

面構成・立体構成 

 

 

色彩の基本 

 

 

デザイン分野の色彩 

 ・ビジュアルデザイン 

・プロダクトデザイン 

・環境デザイン 

デザイン要素の見方、とらえ方、表示や表現方法の種

類、技法について学び理解する。 

 

 

デザインをする上で必要な色彩技法、物体色や光源色、

色相環、光と陰、彩度や明度、色彩の効果、それぞれにお

ける三原色、配色や調和について学び理解する。 

 

デザインのそれぞれの分野の必要な色彩表現方法、着彩

技法等を学び理解する。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

２
学
期 

〇 〇 〇 ２
学
期
中
間
考
査 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

ビジュアルデザイン概要 

 

グラフィクデザイン 

 

パッケージデザイン 

 

ビジュアルデザインの意義、要素、視覚伝達の機能等に

ついて学び理解する。 

宣伝広報媒体、広報デザイン、編集デザイン、展示計画

等を取り上げ、機能、目的、手法について学び理解する。 

パッケージの種類や製品、構造や材質、リサイクルやリ

ュースなどの環境への配慮を取り上げ、機能、目的、手法

について学ぶ。 

〇 〇 

 

〇 ２
学
期
期
末
考
査 

３
学
期 

１ 

 

２ 

 

プロダクトデザイン概要 

 

環境デザイン概要 

 

プロダクトデザインの意義、要素、プロセス、デザイン

材料、環境への配慮等を学び理解する。 

 

環境デザインについての意義、要素、プロセス、環境へ

の配慮等について学び理解する。 

〇 

 

〇 〇 学
年
末
考
査 
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